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【2013 板橋シティマラソン（東京都板橋区医師会）】 

地区医師会が行政機関などと協力して板橋区医師会の健康スポーツ医が救護の活動をしている大会

で、日本医師会認定健康スポーツ医の再研修会としても認定されている。板橋区と医師会の間では、契

約書などは交わしていない。区による事業の委託という形で行っている医師への出動費は板橋区から支

給される。使用する医薬品は板橋区から支給される。医療過誤が発生した場合は、日本医師会の医師賠

償責任保険が適用される。出動時間は、当日は 7：00 から 17：00 である。コースマップ、救護所につ

いて資料１に示す。 

 

１．参加者 

出走者  フルマラソン        13,663 名 

      5ｋｍ             737 名 

      ジュニア、キッズ、車椅子    300 名 

 

フルマラソン完走者は 13,307 名で、フルマラソン完走率は 97.4％であった。 

 

２．救護所の構成 

 救護所は、スタートおよびゴール地点の本部会場救護本部、コース上の７ヶ所の救護所、フルマラソ

ン最後尾車両である。各救護所には、医師、看護師が駐在し、柔道接骨師および板橋区スポーツ推進委

員も参加した。各救護所の人員などは資料２を参考とされたい。 

 帝京大学医療技術学部スポーツ医療科の教授・講師などのスタッフ 8 名、学生 59 名で構成された救

命ボランティアは、本部会場救護所およびコース上の約１ｋｍごとに 2-3 名のチームで配置された。マ

ラソンコース上における傷病者発生の報告は、救命ボランティアから各救護所の医師に連絡され、「意

識なし･痙攣」、「頭痛･胸痛・気分が悪い」、「その他・怪我など」などの状況に応じた連絡体制を整えた

（資料３）。 

AED は合計 33 台で、本部、コース救護 1-7、最後尾救護車両、および救護ボランティア各チームに 1

台ずつ装備した。今大会では AED を使用することはなかった。 

 

３．医療業務報告 

 今回の医療業務の結果は以下のようである。 

  救護所で対応した競技者   268 名 

   救急車による搬送          2 名 

   救命ボランティアの出動    6 回 

   AED 使用                   0 回 

治療の内訳（関節痛 95名、筋性疲労・痙攣 58 名、転倒など 24 名、 

脱水など 19 名、足水ほう 13名） 

 

参考資料（板橋 city マラソン・大会運営マニュアル 2013.3.24 より）



 

83 

 

資料１． コースマップ 

資料２. 業務内容（各救護所の配置車両、担当者、人数） 

資料３. 緊急時通信体制 

様式１. 救護台帳 

様式２. 診療依頼書 

様式３. 医療救護件数報告書 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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資料２ 
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 資料３ 
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 様式１ 
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 様式２ 
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 様式３ 




